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濱
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劇
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一　

は
じ
め
に

中
国
演
劇
研
究
者
・
濱
一
衛
（
一
九
〇
九
～
一
九
八
四
）
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
北
平
留
学
中
に
観
た
演
劇
の
上
演
記
録
を
残
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
演
劇
研
究
に
と
っ
て
一
次
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
濱
の
収
集
し
た
中
国
演
劇
資

料
が
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
と
し
て
国
内
外
の
研
究
者
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
濱
自
身
に
よ
る
こ
れ
ら
の
記
録
は

必
ず
し
も
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
、
主
著
『
北
平
的
中
国
戯
』
お
よ
び
『
支
那
芝
居
の
話
』
に
記
さ
れ

た
京
劇
の
観
劇
記
録
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
、
崑
劇
お
よ
び
そ
の
他
の
劇
種
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二　

京
劇

一
九
三
三
年
に
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
濱
一
衛
は
、
翌
一
九
三
四
年
五
月
か
ら
一
九
三
六
年
六
月
ま
で
北
平
に
留
学
し
、
周
作

人
邸
に
下
宿
し
た
。
濱
一
衛
は
京
大
在
学
中
に
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
の
嘱
託
講
師
・
傅
芸
子
（
一
九
〇
二
～
一
九
四
八
）
に
教

え
を
受
け
た
と
思
わ
れ
、
留
学
中
は
そ
の
弟
・
傅
惜
華
（
一
九
〇
七
～
一
九
七
〇
）
や
斉
如
山
と
い
っ
た
北
平
国
劇
学
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
か
ら
も
厚
遇
を
受
け
た（

（
（

。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
濱
は
精
力
的
に
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
。
現
在
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ

る
戯
単
一
八
三
枚
の
う
ち
、
約
一
二
〇
枚
は
留
学
期
間
中
と
重
な
る
北
平
の
戯
単
で
あ
る
。
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し
か
し
、
当
時
二
十
歳
代
の
濱
は
、
ま
だ
研
究
者
と
し
て
論
文
を
発
表
し
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
『
順
天
時
報
』
の
記
者
で
あ
っ
た

辻
聴
花
（
一
八
六
八
～
一
九
三
一
）
の
よ
う
に
劇
評
家
と
し
て
発
表
の
場
を
確
保
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
濱
が

留
学
か
ら
帰
国
後
わ
ず
か
半
年
の
一
九
三
六
年
十
二
月
に
東
京
の
秋
豊
園
か
ら
『
北
平
的
中
国
戯
』
を
刊
行
す
る
。
同
書
は
中
丸
均
�

と
の
共
著
で
あ
る
が
、
奥
付
に
「
著
者
　
濱
一
衛
／
著
者
　
中
丸
均
�
／
装
幀
・
挿
画
　
中
丸
均
�
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
文
章
の

多
く
は
濱
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
北
平
的
中
国
戯
』
は
第
一
部
「
中
国
戯
の
過
去
」
で
元
代
か
ら
清
代
ま
で
の
演
劇
史
を
略
述
し
た
う
え
で
、
第
二
部
「
中
国
戯
看
聴

記
」
で
役
柄
ご
と
に
俳
優
評
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
全
体
が
当
時
の
上
演
の
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
部
の
前
後
に
、

次
の
よ
う
に
い
う
。

 

僕
達
は
せ
め
て
此
二
年
（
昭
和
九
、
十
、
十
一
に
跨
が
つ
た
）
北
平
で
樂
し
ん
だ
懷
し
い
役
者
達
の
姿
を
拙
い
筆
で
畫
き
乍
ら

北
平
劇
壇
の
樣
子
を
思
ひ
起
さ
う
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
五
四
頁
）

 

以
上
京
戲
（
皮
簧
戲
を
主
と
す
る
）
の
北
平
を
中
心
に
す
る
名
優
の
主
な
る
處
を
舉
げ
た
。
梅
、
余
の
兩
大
王
は
の
ぞ
い
て
、

あ
と
は
皆
僕
達
の
最
近
二
年
直
接
見
た
處
に
依
つ
て
書
い
て
行
つ
た
事
は
、
前
に
の
べ
た
通
り
。
︙
︙
勿
論
好
惡
に
從
つ
て
勝
手

な
熱
を
吹
い
て
る
と
は
承
知
さ
れ
た
い
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
八
九
頁
）

し
か
し
、
劇
評
で
は
な
く
俳
優
評
と
い
う
著
述
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
た
め
に
、
具
体
的
に
い
つ
ど
こ
で
行
わ
れ
た
上
演
で
あ
る
か
を
特
定

す
る
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
戯
単
と
突
き
合
わ
せ
て
も
な
お
容
易
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
戯
単
に
よ
っ
て
上
演
日
を
特
定
で
き
た
二
つ
の

公
演
を
中
心
に
、
濱
の
俳
優
評
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
戯
単
は
篇
尾
に
掲
載
し
た
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

二
・
一　

一
九
三
四
年
九
月
八
日　

開
明
戯
院
（
図
１
）

留
学
を
開
始
し
て
ま
も
な
い
一
九
三
四
年
九
月
八
日
、
開
明
戯
院
で
武
生
・
楊
小
楼
と
浄
・
郝
寿
臣
の
演
じ
る
「
戦
宛
城
」
を
見
て

い
る
。『
北
平
的
中
国
戯
』
に
つ
い
で
一
九
四
四
年
に
出
版
し
た
『
支
那
芝
居
の
話
』（
東
京
：
弘
文
堂
書
房
）
で
は
、
十
年
前
に
見
た

「
戦
宛
城
」
を
回
顧
し
て
、
そ
の
間
に
亡
く
な
っ
た
楊
小
楼
と
劉
盛
蓮
を
惜
し
ん
で
い
る
。

 

こ
の
狂
言
（「
戦
宛
城
」）
は
光
緒
十
八
九
年
の
頃
、
譚
鑫
培
の
同
慶
班
で
、
譚
と
田
桂
鳳
と
で
出
さ
れ
た
の
が
北
京
で
は
最
初
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と
い
ひ
ま
す
が
、
實
は
夏
月
恆
が
や
つ
た
の
が
最
初
と
も
い
ひ
ま
す
。
崑
曲
か
ら
改
め
らマ

らマ

れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
内
容
が
婬
猥

だ
と
い
ふ
の
で
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
役
者
が
揃
へ
ば
面
白
い
芝
居
で
す
、
今0

迄0

觀
た
中
で
面
白
か
つ
た
の
は
數
年

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

前0

、
開
明
で
楊
小
樓
の
張
繡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
郝
壽
臣
の
曹
操

0

0

0

0

0

0

、
劉
盛

0

0

連マ
マ

﹇
蓮
﹈
の
鄒
氏

0

0

0

、
錢
寶
森
の
典
韋

0

0

0

0

0

0

、
王
福
山
の
胡
車
兒
と
い
ふ
役
割
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た

0

0

。
こ
の
中

0

0

0

、
楊
劉
は
既
に
鬼
籍
に
入
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
郝
は
隠
退
し
て
ゐ
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
近
頃
で
は
民
國
二
十
九
年
五
月
に
、
尚
和
玉
の
張
繡
、

侯
喜
瑞
の
曹
操
、
荀
慧
生
の
鄒
氏
で
出
て
ゐ
ま
す
が
、
最
高
の
キ
ヤ
ス
ト
で
せ
う
。
な
ほ
鄒
氏
役
は
小
翠
花
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。

眼
立
つ
て
面
白
く
思
は
れ
る
の
は
、
曹
操
の
馬
が
青
苗
踏
む
大
芝
居
と
鄒
氏
の
細
い
仕
事
で
す
。
殊
に
鄒
氏
の
思
春
の
場
が
一
番

の
仕
ど
こ
ろ
で
蕩
婦
の
春
情
を
よ
く
出
し
ま
す
。
繡
巾
を
持
つ
て
秋
波
を
送
つ
た
り
、
金
蓮
を
使
つ
て
の
芝
居
、
或
は
蝶
を
追
ふ

仕
草
、
階
段
の
上
り
下
り
等
、
蹻
工
の
よ
さ
を
充
分
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
曹
操
は
後
半
道
化
じ
み
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、

女
の
衣
物
を
着
て
逃
げ
る
と
こ
ろ
は
滿
場
を
笑
殺
し
ま
す
。（『
支
那
芝
居
の
話
』
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
。
傍
点
は
引
用
者
。
下
同
）

濱
の
見
た
晩
年
の
楊
小
楼
は
、「
最
古
老
の
一
人
と
し
て
武
生
界
の
み
な
ら
ず
、
梨
園
全
體
の
神
樣
の
域
に
達
し
て
」（『
北
平
的
中
国

戯
』
七
五
頁
）
い
た
が
、
衰
え
は
隠
せ
な
か
っ
た
。
濱
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

 

し
か
し
武
生
の
生
命
で
あ
る
立
ま
わ
り
も
、
よ
る
年
波
で
も
う
腰
が
不
可
な
い
。
フ
ラ
フ
ラ
ツ
と
し
て
物
憂
げ
に
き
ま
る
が
、

き
ま
れ
ば
、
さ
す
が
素
晴
し
い
力
が
、
内
へ
ギ
ユ
ツ
と
め
り
込
む
。
腐
つ
て
も
鯛
。
北
平
人
の
此
の
鯛
を
賞
美
す
る
事
甚
し
い
も

の
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
嗓
子
の
良
さ
、
説
白
の
齒
切
れ
の
良
さ
、
支
那
語
の
生
粹
が
此
の
老
優
の
口
か
ら
、
燦
燦
と
ほ
と
ば
し

り
出
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
七
六
頁
）

『
支
那
芝
居
の
話
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
楊
小
楼
を
評
し
て
い
る
。

 

楊
小
樓
は
一
昨
年
沒
く
な
り
ま
し
た
。
武
生
泰
斗
、
國
劇
宗
師
の
看
板
に
ふ
さ
は
し
い
名
優
で
し
た
。
著
者
の
看
た
の
は
晩
年

で
し
た
が
、
芝
居
の
大
き
い
こ
と
、
臺
詞
の
き
れ
い
な
こ
と
、
型
の
美
し
さ
は
未
だ
眼
底
に
殘
つ
て
ゐ
ま
す
。
か
う
い
ふ
大
物
が

出
た
も
の
で
す
か
ら
、
只
今
の
武
生
は
こ
の
小
樓
に
出
て
ゐ
ま
す
が
、
天
資
の
差
で
彼
の
足
元
へ
及
ぶ
も
の
さ
へ
あ
り
ま
せ
ん
。

（『
支
那
芝
居
の
話
』
四
九
～
五
〇
頁
）

こ
の
日
の
公
演
で
楊
小
楼
の
相
手
役
を
つ
と
め
た
の
は
郝
寿
臣
で
あ
っ
た
。（
引
用
に
あ
た
り
、
改
行
は
「
／
」
で
代
替
す
る
）

 

周
の
古
銅
器
に
、
聲
と
動
き
が
與
へ
ら
れ
た
。
に
ご
つ
て
、
錆
て
重
く
て
、
嚴
め
し
く
て
、
デ
ロ
リ
と
し
乍
ら
、
ギ
ユ
ツ
と
し
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ま
つ
て
。
／
楊
小
樓
と
合
座
す
る
と
小
樓
の
天
馬
空
を
行
く
活
達
さ
を
、
彼
の
横
平
た
い
體
格
、
斬
釘
截
鐵
と
稱
せ
ら
れ
る
苦
い

胴
太
の
聲
が
カ
ツ
チ
リ
と
受
取
め
る
。
兩
人
の
白セ
リ
フの
受
渡
し
の
呼
吸
の
面
白
さ
。
彼
の
扮
す
る
曹
操
な
ど
は
一
寸
比
類
が
な
い
。

白
い
隈
取
り
が
表
現
す
る
殘
酷
な
、
肉
食
人
種
で
な
け
れ
ば
出
相
も
な
い
性
慾
的
な
感
覺
は
全
く
彼
に
よ
つ
て
あ
ま
す
處
な
く
、

孰マ
マ
﹇
執
﹈
念
深
く
表
は
さ
れ
る
。
／
（
中
略
）
此
の
名
優
も
苦
汁
を
飲
む
如
し
と
の
評
あ
る
拿オ

手ハ

戲コ

「
審
李
七
」
を
二
度
見
物
し
、

二
度
目
に
は
老
ひ
の
疲
れ
が
マ
ザ
マ
ザ
と
舞
臺
に
現
は
れ
、
第
一
囘
の
刺
さ
れ
る
樣
な
慘
た
る
味
を
缺
い
で
淋
し
が
ら
せ
た
。
最

近
又
健
康
恢
復
し
て
出
臺
と
の
事
。
此
の
物
凄
い
老
名
優
の
健
康
を
祈
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
八
四
～
八
五
頁
）

こ
こ
で
郝
寿
臣
と
同
じ
浄
角
の
侯
喜
瑞
を
、
比
較
の
た
め
に
見
て
み
よ
う
。
濱
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

 

楊
小
樓
、
郝
壽
臣
の
一
統
を
一
廽
り
小
さ
く
又
現
代
風
に
す
る
と
周
瑞
安
、
侯
喜
瑞
と
な
る
。
此
の
兩
優
の
組
合
せ
が
、
楊
・

郝
以
來
の
名
組
合
せ
と
し
て
、
既
に
「
連
環
套
」
等
は
賣
物
に
な
つ
て
居
る
。
全
て
の
點
で
郝
の
樣
な
苦
み
に
は
乏
し
い
が
、
も

つ
と
潑
溂
と
し
て
ゐ
る
。
楊
郝
の
老
ひ
て
、
ノ
ロ
マ
の
間
に
古
風
で
、
奇
怪
な
美
し
さ
を
放
散
す
る
の
に
較
べ
る
と
、
ど
う
も
餘

り
に
も
都
會
風
で
古
臭
い
味
の
稀
薄
な
の
は
御
時
世
で
仕
方
も
な
い
の
か
。
し
か
し
「
法
門
寺
」
等
に
於
て
程
硯
秋
、
馬
連
良
、

尚
小
雲
等
に
太
刀
打
ち
か
な
ふ
人
は
今
の
處
、
郝
壽
臣
を
の
ぞ
い
て
は
、
彼
以
外
に
は
な
い
で
あ
ら
う
。
現
在
最
も
活
躍
し
て
居

る
淨
角
の
第
一
人
者
で
あ
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
八
六
頁
）

こ
の
侯
喜
瑞
評
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
濱
は
自
身
の
好
み
を
抑
え
て
、
公
平
な
批
評
を
心
が
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
軽
妙
洒
脱
な

文
章
の
行
間
に
豊
富
な
観
劇
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
確
か
な
鑑
賞
眼
と
独
特
の
趣
味
が
う
か
が
え
て
お
も
し
ろ
い
。

二
・
二　

一
九
三
五
年
十
月
五
日　

第
一
舞
台　

義
務
戯
（
図
２
）

ふ
だ
ん
は
各
一
座
が
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
で
公
演
を
行
う
が
、
義
務
戯
（
慈
善
公
演
）
の
場
合
は
座
頭
級
の
俳
優
が
一
堂
に
会
す
る
こ

と
と
な
る
。
一
九
三
五
年
十
月
五
日
第
一
舞
台
で
行
わ
れ
た
山
東
省
の
水
害
救
済
の
義
務
戯
は
そ
の
よ
う
な
華
や
か
な
キ
ャ
ス
ト
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
最
後
か
ら
三
番
目
の
演
目
「
坐
楼
殺
惜
」（
烏
龍
院
）
は
、『
水
滸
伝
』
の
宋
江
と
閻
惜
嬌
の
物
語
。
閻

惜
嬌
に
扮
し
た
の
は
花
旦
の
于
連
泉
、
す
な
わ
ち
小
翠
花
で
あ
っ
た
。

 

飛
出
し
た
大
目
玉
の
中
に
含
ま
れ
た
媚
と
嘲
笑
と
春
情
と
妬
心
、
高
い
鼻
、
物
云
ひ
た
げ
な
部
厚
な
口
、
善
笑
嬰
寧
の
稱
あ
る
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双
頰
の
笑
く
ぼ
を
中
心
と
す
る
複
雜
な
線
、
眞
紅
純
白
の
對
照
劃
然
と
し
た
化
粧
、
油
に
光
る
黑
髪
、
之
等
の
道
具
の
か
も
し
だ

す
凄
じ
く
も
艶
や
か
な
、
こ
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
し
い
笑
ひ
は
見
た
事
が
な
い
。
こ
の
化
粧
し
た
閻
魔
蟋
蟀
の
妖
精
が
發
す
る
聲
は
故

梅
幸
を
偲
ば
せ
る
嬌
艶
な
惡
聲
で
あ
る
。
之
を
の
せ
る
精
悍
な
、
小
股
の
切
れ
上
つ
た
胴
、
此
下
に
は
慧
生
よ
り
更
に
小
さ
い
金

蓮
が
生
々
と
全
體
を
ゆ
り
動
か
す
。「
烏
龍
院
」
の
閻
媳
姣
は
宋
江
に
踏
ま
れ
て
背
を
波
打
た
せ
て
之
を
い
た
わ
る
。「
梅
龍
鎭
」

の
鳳
姐
は
帝
に
指
さ
さ
れ
た
海
棠
の
か
ざ
し
の
花
を
此
の
足
尖
で
美
事
に
け
り
あ
げ
る
。
梅
蘭
芳
で
す
ら
馬
鹿
の
大
足
で
「
梅
龍

鎭
」
を
演
じ
此
の
く
だ
り
の
媚
め
か
し
さ
は
失
つ
て
居
る
。
―
此
の
古
風
な
素
晴
し
い
術
を
最
も
正
し
く
傳
へ
る
花
旦
の
小
翠
花

は
そ
の
喉
の
貧
弱
と
婬
蕩
な
柄
に
も
よ
ら
う
が
、
四
大
名
旦
が
王
搖
�
系
の
新
作
に
用
ひ
た
色
目
を
少
し
も
用
ひ
な
い
。
彼
は
常

に
「
烏
龍
院
」、「
翠
屏
山
」、「
戰
宛
城
」、「
海
慧
寺
」、「
梅
龍
鎭
」、「
貴
妃
醉
酒
」、「
小
放
牛
」、「
胡
蝶
夢
」
等
々
の
古
き
世
界

に
踏
み
止
ま
つ
て
、
巧
緻
を
極
め
た
做シ
グ
サ工
と
溢
る
る
如
き
色
氣
を
も
つ
て
、「
翠
屏
山
」、「
戰
宛
城
」、「
烏
龍
院
」、
等
は
荀
慧
生
、

芙
蓉
草
に
優
り
、「
梅
龍
鎭
」、「
醉
酒
」
に
梅
蘭
芳
を
凌
ぐ
。
誠
に
得
が
た
き
古
風
な
舊
京
劇
、
花
旦
戲
の
保
存
者
で
は
あ
る
。

（『
北
平
的
中
国
戯
』
六
一
～
六
二
頁
）

小
翠
花
が
出
演
し
た
戯
単
は
、
濱
文
庫
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
四
年
九
月
三
十
日
に
華
楽
園
で
「
挑
帘
裁
衣
」
を
観
劇
し

（
浜
文
庫
／
集18 1

／6 9

）、
一
九
三
五
年
九
月
八
日
に
は
同
じ
華
楽
戯
院
で
「
海
慧
寺
」（
馬
思
遠
）
を
見
て
い
る
（
浜
文
庫
／
集18 1

／11 4

）。
一
九
三
六
年
一
月
二
十
九
日
哈
爾
飛
戯
院
で
の
小
翠
花
は
、
中
軸
で
楊
宝
森
と
「
遊
龍
戯
鳳
」（
梅
龍
鎮
）
を
演
じ
、
さ
ら

に
大
軸
で
「
貴
妃
酔
酒
」
を
演
じ
て
い
る
（
浜
文
庫
／
集18 1

／9 1

）。
こ
う
し
た
観
劇
経
験
に
基
づ
い
て
、『
北
平
的
中
国
戯
』
の
俳

優
評
は
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
九
三
五
年
十
月
五
日
第
一
舞
台
の
義
務
戯
に
戻
る
と
、
こ
の
日
の
圧
軸
（
最
後
か
ら
二
番
目
の
演
目
）
は
「
探
母
回
令
」

で
あ
っ
た
。「
四
郎
探
母
」
の
一
折
を
上
演
し
た
も
の
で
あ
る
。

殆
ど
二
時
間
も
か
か
る
大
芝
居
で
す
、
よ
い
役
者
が
揃
へ
ば
滅
法
面
白
い
の
で
す
が
、
揃
は
な
け
れ
ば
あ
く
び
が
出
ま
す
。
譚
派

の
老
生
は
皆
や
り
ま
す
が
、
唱
做
と
も
に
甚
だ
演
じ
に
く
い
も
の
で
す
。
今
日
で
は
譚
富
英
、
奚
嘯
伯
、
孟
小
冬
が
最
上
で
す
、

先
日
天
津
で
譚
富
英
が
四
郎
の
嘎
調
（
特
別
に
高
く
唱
ひ
拔
く
、
勿
論
う
ら
聲
に
な
つ
て
は
い
け
な
い
）
に
成
功
し
た
と
い
つ
て

評
判
で
し
た
。
青
衣
の
旗
裝
と
い
ふ
の
は
滿
洲
旗
人
の
服
裝
で
す
。
近
來
で
の
大
顔
合
せ
は
民
國
二
十
四
年
十
月
の
第
一
舞
台
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0
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演
ぜ
ら
れ
た

0

0

0

0

0

、
孟
小
冬
の
四
郎

0

0

0

0

0

0

、
尚
小
雲
の
公
主

0

0

0

0

0

0

、
芙
蓉
草
の
蕭
太
后

0

0

0

0

0

0

0

、
李
多
奎
の
佘
太
君
で
せ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
最
近
で
は
國
劇
藝
術
振
興

會
が
や
つ
た
合
作
戲
の
、
奚
嘯
伯
の
四
郎
、
南
鐵
生
の
公
主
と
い
ふ
配
役
も
立
派
で
す
し
、
開
明
で
奚
嘯
伯
と
呉
素
秋
の
合
作
戲

で
や
つ
た
役
割
も
立
派
で
す
。
四
郎
と
公
主
以
外
の
配
役
が
今
日
の
最
高
の
も
の
で
す
か
ら
書
い
て
み
ま
す
と
、
于
蓮
仙
の
太
后
、

王
少
亭
の
六
郎
、
李
多
奎
の
佘
太
君
、
蕭
長
華
の
國
舅
、
姜
妙
香
の
宗
保
等
で
す
。（『
支
那
芝
居
の
話
』
一
八
一
頁
）

こ
の
日
の
義
務
戯
を
「
近
来
で
の
大
顔
合
せ
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
四
大
名
旦
の
一
角
を
占
め
る
尚
小
雲
を
は
じ
め
と
し
て
、
孟
小
冬
、

李
多
奎
、
さ
ら
に
南
鉄
生
に
対
す
る
濱
の
評
を
見
て
お
こ
う
。

 

尚
小
雲
　
高
い
、
澄
み
切
つ
て
居
る
、
裏
聲
の
最
大
最
美
な
る
も
の
、
男
性
の
喉
か
ら
如
何
に
し
て
あ
の
樣
な
聲
が
出
る
の
か

し
ら
、
し
か
も
女
性
の
聲
で
は
な
い
、
去
勢
者
の
高
音
で
も
な
い
、
堂
々
た
る
男
性
ら
し
い
或
る
迫
力
、
尚
綺
霞
先
生
の
喉
は
誠

に
得
體
の
知
れ
な
い
怪
物
で
あ
る
。
一
點
の
た
る
み
も
な
い
精
力
絶
倫
の
唱
ひ
ぶ
り
の
素
晴
し
さ
。「
二
進
宮
」、「
祭
塔
」、「
祭

江
」
等
の
本
格
的
青
衣
唱
工
戲
に
於
け
る
彼
は
聽
衆
を
恍
惚
の
境
に
さ
ま
よ
は
せ
る
。
唯
唯
唱
つ
て
居
て
貰
ひ
た
い
。
四
大
名
旦

中
、
青
衣
と
し
て
最
も
本
格
的
な
も
の
を
持
ち
、
花
衫
と
し
て
最
も
後
れ
た
彼
が
青
衣
と
し
て
之
丈
に
精
進
し
て
貰
へ
る
と
甚
だ

良
い
の
だ
が
。
劇
界
に
本
格
的
青
衣
の
獨
立
難
し
く
花
衫
、
花
旦
を
も
兼
習
し
之
が
禍
し
て
か
、
困
つ
た
事
に
は
表
情
が
余
り
に

も
大
袈
裟
で
彼
の
本
領
と
す
る
青
衣
の
柄
に
對
し
て
は
品
格
不
足
、
そ
し
て
小
煩
さ
い
技
巧
が
大
阪
役
者
を
思
は
せ
る
。
だ
が
上

滑
り
で
見
て
呉
れ
の
い
い
俗
受
け
の
す
る
藝
と
、
混
亂
し
た
現
代
中
國
民
衆
の
趣
味
に
適
ふ
少
少
ピ
ン
ト
の
外
れ
た
上
海
的
惡
趣

味
の
茶
番
劇
（
之
を
大
マ
ヂ
メ
だ
か
ら
一
寸
困
る
）、
一
流
役
者
中
第
一
等
の
安
價
な
入
場
料
で
現
在
北
平
第
一
の
人
氣
を
保
つ
て

居
る
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
五
六
～
五
八
頁
）

 

孟
小
冬
　
余
叔
岩
を
宗
と
す
る
由
、
澁
く
て
力
強
い
唱
ひ
ぶ
り
。
之
に
も
女
優
臭
は
微
塵
も
な
い
。
男
伶
青
衣

0

0

0

0

、
尚
小
雲
と
彼

0

0

0

0

0

女
の

0

0

「﹅

四
郎
探
母

0

0

0

0

」﹅

合
演
は
尚
の
華
麗
な
喉
と
相
抗
し
て
誠
に
凄
じ
い
出
來
で
あ
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
ゆ
く
り
な
く
も
初
期
お
國
歌
舞
伎
を

連
想
し
て
面
白
か
つ
た
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
九
六
頁
）

 

李
多
奎
　
彼
の
師
、
龔
雲
甫
沒
し
て
後
、
遂
に
彼
以
上
の
老
旦
は
な
い
。
聲
の
質
も
よ
く
聲
量
の
豐
富
も
い
ゝ
。
十
分
に
聽
け

る
人
だ
が
、
表
情
の
拙
劣
と
師
の
樣
な
氣
品
が
更
に
な
い
の
が
惡
い
。
太
后
等
に
扮
し
て
も
田
舎
上
り
の
婆
と
し
か
見
え
な
い
。

唱
も
花
腔
多
く
師
に
及
ば
な
い
と
云
は
れ
て
居
る
。
全
く
老
旦
界
は
人
材
の
缺
亡
で
富
連
成
の
時
世
寶
の
將
來
に
期
待
を
か
け
る
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の
み
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
六
五
頁
）

 
南
鐵
生
　
票
友
の
出
身
だ
け
に
臺
歩
、
表
情
、
水
袖
の
扱
ひ
方
等
演
技
に
難
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
太
つ
た
身
體
を
旨
く
扱
ひ
、

無
類
の
美
し
い
眼
を
働
か
し
た
艶
媚
な
と
こ
ろ
は
梅
以
上
と
も
い
は
れ
ま
す
。
台
詞
は
旨
く
、
圓
甜
朗
潤
の
嗓
音
も
結
構
で
す
。

し
ひ
て
舉
げ
れ
ば
、
呼
吸
を
つ
ぐ
と
こ
ろ
や
、
尾
聲
の
は
ね
上
る
と
こ
ろ
、
高
音
が
尖
る
と
こ
ろ
等
が
耳
障
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
は
一
頃
の
人
氣
は
あ
り
ま
せ
ん
。（『
支
那
芝
居
の
話
』
六
九
～
七
〇
頁
）

三　

海
派
京
劇
に
対
す
る
評
価
、
お
よ
び
濱
の
演
劇
観

『
支
那
芝
居
の
話
』
の
中
に
、「
九
更
天
」
の
筋
書
き
と
評
を
記
し
て
、
上
海
を
拠
点
に
演
じ
て
い
た
麒
麟
童
（
周
信
芳
）
を
北
平
の

馬
連
良
と
比
較
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

 

梆
子
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
と
い
は
れ
ま
す
。
こ
れ
や
烏
龍
院
の
や
う
な
做
工
戲
に
な
る
と
馬
連
良
の
獨
擅
場
で
す
。
上
海
で
は

麒
麟
童
の
も
の
で
、
こ
の
人
の
九
更
天
を
偶
然
看
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
芝
居
の
大
層
上
手
な
人
で
す
、
た
だ
嗓
子
は
し
や

が
れ
聲
で
、
そ
れ
な
り
に
よ
い
と
い
ふ
人
も
あ
り
ま
す
が
、
大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
馬
連
良
と
な
る
と
嗓
子
も
衰
へ
て
は

ゐ
ま
す
が
立
派
な
も
の
で
す
。
表
情
は
細
膩
で
、
而
も
悽
慘
な
舞
台
は
目
を
お
ほ
は
し
む
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
李
盛
藻
、

雷
喜
福
も
演
じ
ま
す
が
、
芝
居
が
よ
く
出
來
て
ゐ
る
だ
け
に
面
白
く
觀
ら
れ
ま
す
。（『
支
那
芝
居
の
話
』
一
八
五
～
一
八
六
頁
）

海
派
を
代
表
す
る
周
信
芳
の
演
技
は
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
独
特
の
し
ゃ
が
れ
声
は
「
大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

一
蹴
し
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
京
派
の
代
表
格
・
馬
連
良
に
対
し
て
は
、
全
体
と
し
て
は
る
か
に
高
く
買
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
海
派
よ
り
も
京
派
の
方
が
好
み
に
か
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
濱
の
演
劇
観
と
無
縁
で
は
な
い
よ
う
だ
。『
北
平

的
中
国
戯
』
の
次
の
一
節
を
読
む
と
、
濱
が
新
式
の
舞
台
や
演
出
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
折
り
合
い
を
付
け
て
「
民
衆
と
共

に
在
る
支
那
戲
の
愛
敬
」
を
「
ホ
ヽ
エ
マ
シ
イ
」
も
の
と
し
て
見
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

昔
の
舞
臺
に
於
け
る
簡
略
主
義
の
漸
次
姿
を
ひ
そ
め
、
西
洋
的
煩
雜
、
西
洋
的
田
舎
漢
の
風
景
を
現
出
す
る
事
が
惜
し
い
。
能
舞

臺
の
三
方
に
欄
干
を
つ
け
、
橋
掛
り
を
去
り
、
鏡
板
の
部
分
の
左
右
に
上
場
（
向
つ
て
左
）
下
場
（
向
つ
て
右
）
の
あ
る
幕
を
用
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ひ
、
椅
子
卓
子
及
び
少
數
の
小
道
具
丈
で
山
水
宮
殿
樓
閣
何
物
を
も
自
由
に
表
現
し
た
昔
式
の
舞
臺
は
今
は
僅
に
科
班
富
連
成
の

出
演
す
る
乾
隆
以
來
と
云
は
れ
る
古
い
廣
和
樓
、
其
他
二
三
に
最
も
純
粹
の
形
を
止
め
て
、
他
の
新
式
と
稱
す
る
も
の
は
眞
鑄
の

欄
干
、
西
洋
式
額
椽
舞
臺
、
む
き
出
し
の
イ
ラ
イ
ラ
し
い
照
明
、
之
丈
な
ら
ま
だ
し
も
折
角
の
支
那
趣
味
豊
か
な
暗
示
的
な
後
方

の
幕
（
能
な
ら
鏡
板
に
當
る
部
分
）
を
廢
し
て
醜
怪
な
錢
湯
の
油
繪
の
如
き
バ
ツ
ク
を
得
々
と
し
て
用
ひ
る
―
甚
し
い
の
は
二

階
の
作
り
も
の
の
中
に
入
つ
て
喜
ん
で
居
る
、（
中
略
）
中
國
人
の
想
像
力
も
之
程
迄
に
枯
渴
萎
縮
し
た
の
か
。

 

華
樂
、
中
和
、
慶
樂
、
華
北
、
吉
祥
、
哈
爾
飛
、
開
明
、
第
一
舞
臺
何
れ
も
淋
し
く
も
西
洋
化
の
怪
物
が
ノ
サ
バ
リ
か
へ
つ
て

―
舞
臺
の
上
で
は
「
天
河
配
」
の
織
女
は
セ
ル
ロ
イ
ド
の
赤
子
を
生
み
、「
梅
龍
鎭
」
の
鳳
姐
は
印
刷
文
樣
の
盆
を
さ
ゝ
げ
、「
法

門
寺
」
で
は
宋
代
の
媒
婆
が
レ
ー
ス
の
上
衣
で
吸
ひ
つ
け
煙
草
を
演
じ
る
。
數
へ
立
て
れ
ば
限
り
も
な
い
。
む
し
ろ
之
等
は
民
衆

と
共
に
在
る
支
那
戲
の
愛
敬
で
昔
の
歌
舞
伎
を
さ
へ
思
は
せ
て
ホ
ヽ
エ
マ
シ
イ
で
は
な
い
か
。
唾
を
は
き
手
ば
な
を
か
む
音
、
等

と
余
り
洗
ひ
立
て
ゝ
居
る
と
北
京
人
に
笑
は
れ
相
故
、
こ
ゝ
ら
で
、
も
一
囘
轉
し
て
想
像
に
ま
か
せ
て
昔
の
世
界
に
遊
び
に
行
く
。

（『
北
平
的
中
国
戯
』
四
八
～
五
〇
頁
）

濱
は
自
身
の
演
劇
観
を
大
上
段
か
ら
論
ず
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
だ
が
、
彼
の
芝
居
の
見
方
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
を
ま
と
め
る

と
す
る
な
ら
、
目
加
田
誠
が
「
浜
さ
ん
は
芝
居
と
来
た
ら
、
中
国
の
芝
居
で
も
日
本
の
歌
舞
伎
で
も
、
し
ん
そ
こ

0

0

0

0

好
き
な
の
だ（

（
（

」
と
評

し
た
無
類
の
芝
居
好
き
と
い
う
情
熱
的
な
一
面
と
と
も
に
、
次
の
『
支
那
芝
居
の
話
』
の
一
節
の
よ
う
に
演
劇
史
的
観
点
を
ふ
ま
え
た

冷
静
な
観
察
者
と
い
う
一
面
と
が
、
彼
自
身
の
中
に
同
居
し
両
立
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

京
劇
に
は
色
々
な
難
點
は
あ
る
と
し
て
も
、
支
那
劇
の
持
つ
數
百
年
來
の
成
果
を
傳
へ
て
ゐ
る
の
で
し
て
、
誰
で
も
一
見
し
て

そ
の
偉
大
な
る
藝
術
性
に
打
た
れ
ま
す
。
こ
の
藝
術
を
今
以
上
に
低
俗
化
さ
せ
ず
、
長
所
を
生
か
し
て
眞
に
國
劇
と
し
て
の
價
値

を
保
た
し
む
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
俳
優
達
の
責
任
で
せ
う
。
今
の
や
う
に
看
客
の
好
む
に
任
せ
て
、
神
怪
劇
の
如
き
荒
唐
無
稽

の
新
作
を
も
の
し
た
り
し
て
ゐ
た
の
で
は
駄
目
で
す
。
近
頃
益
々
上
海
式
の
背
景
を
用
ひ
た
り
、
色
々
な
小
道
具
を
、
而
も
セ
ル

ロ
イ
ド
製
の
人
形
を
持
ち
出
す
が
如
き
履
き
違
ひ
は
大
い
に
改
め
る
可
き
で
あ
り
、
そ
の
樣
式
化
の
美
し
さ
を
壞
す
や
う
な
こ
と

は
特
に
注
意
す
べ
き
で
せ
う
。（『
支
那
芝
居
の
話
』
三
～
四
頁
）

し
か
し
、
濱
の
真
面
目
は
あ
く
ま
で
『
北
平
的
中
国
戯
』『
支
那
芝
居
の
話
』
に
見
ら
れ
る
個
々
の
俳
優
評
に
あ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
強



濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
演
劇

243

調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
濱
の
俳
優
評
は
独
特
の
風
韻
に
富
ん
だ
軽
妙
洒
脱
な
文
体
で
、
深
い
愛
惜
を
込
め
て
俳
優
と

そ
の
演
技
を
描
写
し
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
辻
聴
花
の
劇
評
は
日
系
中
国
語
紙
『
順
天
時
報
』
に
一
九
一
三
年

か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
ほ
ぼ
連
日
掲
載
さ
れ
、
劇
評
・
俳
優
評
か
ら
演
劇
メ
デ
ィ
ア
論
に
至
る
ま
で
雑
多
な
内
容
を
含
み
、
全
体
と
し

て
京
劇
の
近
代
化
を
促
す
演

劇
改
革
の
指
向
性
を
有
す
る

と
い
え
よ
う（

（
（

。
新
聞
の
劇
評

に
対
し
て
著
書
と
い
う
発
表

媒
体
と
著
述
形
式
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
濱
は
辻
聴
花

の
劇
評
を
受
け
継
ぐ
と
同
時

に
、
見
巧
者
の
立
場
か
ら
役

者
の
形
象
と
演
技
を
記
し
た

俳
優
評
を
い
っ
そ
う
純
化
洗

練
さ
せ
、
一
九
三
〇
年
代
北

平
の
京
劇
上
演
を
後
世
に
伝

え
る
貴
重
な
記
録
を
残
し
た

の
で
あ
る（

（
（

。

注

（
1
）  

傅
芸
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
濱
文
庫
所
蔵
の
欧
陽
予
倩
致
濱
一
衛
書
簡
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
論
集
』
三
九
、
二
〇

一
〇
）
注
三
一
参
照
。
傅
惜
華
お
よ
び
斉
如
山
に
つ
い
て
は
、
濱
一
衛
自
身
の
文
章
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

図１　₁₉₃₄年 9 月 8 日開明戯院戯単
九州大学附属図書館濱文庫所蔵 

（浜文庫／集181／66）21.5×28.2 cm

図２　₁₉₃₅年₁₀月 5 日第一舞台義務戯戯単（6）

九州大学附属図書館濱文庫所蔵 
（浜文庫／集181／42）25.0×35.5 cm
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こ
の
我
儘
な
寫
眞
帖
に
更
ら
に
花
を
添
へ
た
く
、
北
平
國
劇
學
會
の
齊
如
山
先
生
の
御
著
書
の
挿
畫
、
寫
眞
等
の
轉
寫
、
復
寫
を

願
つ
た
が
快
く
承
諾
さ
れ
た
、
又
同
學
會
の
傅
惜
華
先
生
は
寫
眞
の
戲
題
等
一
々
御
指
教
賜
つ
た
、
合
せ
て
兩
位
先
生
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。（『
北
平
的
中
国
戯
』
二
頁
）

 
 

 
  

も
う
留
学
期
を
終
え
て
帰
国
の
日
の
近
ずマ

マ

い
た
初
夏
の
あ
る
日
、
当
時
北
京
の
劇
壇
で
大
御
所
的
存
在
で
あ
つ
た
斉
如
山
氏
が
私

の
た
め
に
送
別
会
を
催
し
て
下
さ
つ
た
、
―
誰
か
中
国
の
方
が
私
の
た
め
に
催
し
て
下
さ
つ
た
送
別
会
に
斉
氏
が
出
席
し
て
下
さ

つ
た
の
か
記
憶
が
さ
だ
か
で
な
い
。
斉
氏
は
梅
蘭
芳
の
後
楯
と
し
て
梅
氏
を
大
き
く
し
た
人
で
、
当
時
、
北
京
の
少
年
俳
優
で
小
梅

蘭
芳
（
一
九
四
七
年
一
月
五
日
飛
行
機
事
故
で
死
去
）
と
い
わ
れ
て
人
気
絶
頂
の
李
世
芳
（
女
形
）
を
ひ
い
き
に
し
て
い
た
。（
濱
一

衛｢

相
公
に
つ
い
て
：
主
と
し
て
品
花
宝
鑑
よ
り
見
た
る｣

、
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
纂
『
中
国
学
論
集
：
目
加

田
誠
博
士
還
暦
記
念
』
東
京
：
大
安
、
一
九
六
四
。
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
）

（
2
）  

周
信
芳
に
つ
い
て
は
、
藤
野
真
子
「
周
信
芳
と
「
劇
評
家
」」（『
野
草
』
八
二
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
3
）  

目
加
田
誠
「
浜
さ
ん
の
こ
と
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
号
、
福
岡
：
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
七
四
）
六
頁
。
の
ち
浜
一
衛
『
支

那
芝
居
の
話
』（
ア
ジ
ア
学
叢
書
七
六
、
東
京
：
大
空
社
、
二
〇
〇
〇
）
六
～
七
頁
。

（
4
）  

辻
聴
花
に
対
す
る
研
究
史
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
田
村
容
子
「『
順
天
時
報
』
と
劇
評
家
辻
聴
花
初
探
」（
久
堀
裕
朗
・
松
浦
恒
夫

編
『
公
開
講
演
・
演
奏
会
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
と
大
阪
」
実
施
報
告
／
第
二
回
日
中
伝
統
芸
能
研
究
交
流
会
報
告
書
：
都
市
の
メ
デ
ィ
ア

空
間
と
伝
統
芸
能
』
大
阪
：
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。

（
5
）  

『
支
那
芝
居
の
話
』
の
構
成
や
著
述
方
式
は
、
辻
聴
花
の
著
書
『
中
国
劇
』（
北
京
：
順
天
時
報
社
、
一
九
二
〇
）、
お
よ
び
そ
の
日
本
語

版
『
支
那
芝
居
』（
北
京
：
支
那
風
物
研
究
会
、
一
九
二
三
～
一
九
二
四
；
復
刻
版
、
東
京
：
大
空
社
、
二
〇
〇
〇
）
か
ら
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

（
6
）  

拙
稿
「
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
南
潯
戯
単
の
由
来
に
つ
い
て
―
附
：
濱
一
衛
著
「
劉
氏
の
嘉
業
堂
」」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究

開
発
室
年
報
』
二
〇
一
二
／
二
〇
一
三
）
に
掲
出
し
た
「
濱
文
庫
所
蔵
戯
単
目
録
（
第
二
版
）」
に
お
い
て
、
こ
の
戯
単
を
一
九
三
四
年
十

月
五
日
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
戯
単
は
『
北
平
的
中
国
戯
』
五
二
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。


